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第１ 管理業務の対象となる施設の概要 

１ 施設の名称 

平城宮跡歴史公園 

 

２ 施設の所在地 

奈良県奈良市二条大路南四丁目１００－１２（朱雀大路西側） 

 

３ 主な施設の運営時間   

各施設の休館日、開館時間等の想定は、次のとおりです。 

施設名 運営日 
運営時

間 
場所 面積（㎡） 備考 

天平みはらし館 月曜休館（その

日が休日であ

る場合は、その

日後におい

て、その日に最

も近い休日で

ない日） 

年末年始休館

(12/28～1/4) 

 

※VRシアター 

については、１

～３月の 8:30

～12:00につい

ては、予約のあ

る場合を除き

運営しない 

8:30～

17:00 ジョギング・サイク

リングステーション 
168.99 

受付 7.42㎡／休憩コーナー 

36.72㎡／サロンスペース 56.44

㎡／男女更衣室・シャワー室 

68.41㎡ 

レンタサイクル及

びシニアカー貸出

所 

88.59 

事務室 47.79㎡／レンタサイクル

及びシニアカー 駐車・駐輪場 

40.8㎡  
自転車メンテナン

ススペース 
84.03 

駐輪場 36.06㎡／自転車メンテ

ナンススペース 47.97㎡ 

  VRシアター 249.91   

  公園管理事務所 95.57   

  トイレ（１F) 62.29   

  事務所前通路     

  VR通路     

  
展望室（貸会議

室） 
78.46 

東 28.81㎡／中央 27.16㎡／ 

西 22.49㎡ 

  トイレ（２F) 23.96   

  給湯室 10.18   

  
展望スペース前通

路 
    

  
階段（展望スペー

ス） 
    

  
※展望デッキ

は 365日 
展望デッキ 223   

    階段（展望デッキ）     
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天平つどい館 365日 8:30～

17:00 

団体集合スペース 160.30    

 
トイレ 70.22 

男子トイレ 24.10㎡／女子トイレ 

33.82㎡／多目的トイレ 12.30㎡ 

天平みつき館 365日 8:30～

17:00 
観光案内所 54.11 

案内所 41.51㎡／バックヤード 

12.6㎡ 

バス待合所 123.55   
 

キッズコーナー 26.44   

  救護室 16.36   

 授乳室 13.80  

  多目的室 17.38   

  乗務員控室 16.19   

  警備員室 16.33   

  

  

倉庫 18.38   

  

  

交流スペース 363.48  

共用通路 118.50   

  トイレ 63.88   

天平うまし館 月曜休館（その

日が休日であ

る場合は、その

日後におい

て、その日に最

も近い休日で

ない日） 

年末年始休館

(12/28～1/4) 

8:30～

17:00 

遣唐使船解説展

示 
55.23   

交流スペース 163.75   
 

交流スペース（東

側通路） 
51.33   

  
復原遣唐使船及

び連絡ブリッジ 
    

  飲食・物販施設 414.56  客室 303.39㎡／厨房 111.17㎡ 

  共用通路 123.96   

  トイレ 67.20   

建物外の園内

施設 

365日 24時間

開放 

 

 

 

 

 

  

ターミナルシェル

ター 
    

 園路     

  遣唐使船広場     

  修景池     

  植栽地     
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第２ 管理運営体制等 

１ 職員の配置 

（１）総括責任者 

本公園の適正な維持管理運営を行うため、以下のとおり総括責任者を、１名配置してください。 

・全ての業務を総括し、マネジメントを行うこととし、県との窓口となり業務を管理すること。 

・施設に常駐する者であること。 

・原則として指定管理期間中に変更しないこと。ただし、合理的な理由があり、県の事前の合意

を得た場合はこの限りではない。 

・グループを構成して指定管理を行う場合、総括責任者は構成員から選出すること。ただし、必

ずしも代表団体から選出する必要はない。 

・総括責任者が、業務責任者を兼務することも可能とする。 

 

（２）業務責任者 

後に記載する、「第３ 業務内容及び業務基準」のうち、次の業務については、業務を統括する

業務責任者を配置してください。なお、一人の業務責任者が、複数の業務責任者を兼務することも

可能とします。 

  （業務責任者を配置する業務） 

・２ 運営に関する業務 

・３ 誘客・促進に関する業務 

・４ 施設、設備の使用承認及び利用の制限に関する業務 

・５ 公園施設の維持管理に関する業務 

・６ 自主事業に関する業務 

 

（３）その他の体制 

・本公園の機能を維持し、適切に維持管理運営するために必要な人員を検討し、必要な時間、必要

な場所に配置してください。 

・業務実施にあたり、防火管理者、電気主任技術者等の法令等により資格を必要とするものについ

ては、有資格者を選任してください。（法令等によりこれを委託できる場合に、委託をした場合

を除きます。） 

・本公園の業務に携わる従業者について、サービスの提供や維持管理に必要な研修を実施してくだ

さい。 

 

第３ 業務内容及び業務基準 

１ 一般的事項 

・公園利用者が安全かつ快適に公園を利用できるよう、適切な維持管理運営を行ってください。各施

設が不正使用や不法占拠等、不適切な利用により本来の機能が損なわれることがないよう管理して

ください。 

・台風、大雨等により荒天が見込まれる場合は、事前に備品の固定を行う等、十分な安全対策を行っ

てください。また、状況に応じ、施設の閉鎖等も含めた措置を講じてください。 

・園内で事件、事故、災害等が発生した場合の緊急連絡体制を整備してください。また、事案が発生
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した場合は、救護、被害の拡大防止や現場の保存等、適切かつ迅速な対応するとともに、県及び関

係機関に連絡をしてください。 

・公園利用者、県民等からの問い合わせや要望、苦情等に対して、迅速かつ適切に誠意をもって対応

し、苦情内容、対応は記録に残して県に報告してください。 

・本公園は特別史跡平城宮跡、国営公園区域と隣接しているため、管理運営にあたっては、これらの

区域を管理する各機関と綿密に連絡調整を行ってください。また、周辺地域団体とも十分に連絡調

整を行ってください。 

・「県営奈良めぐり平城宮跡前自動車駐車場」及び「平城宮跡バスターミナル」における管理運営に

ついては、奈良公園バスターミナル交通及び施設運営業務（奈良公園バスターミナル運営管理事業）

受託者（以下「バスターミナル管理者」という。）が行うため、業務を進めるにあたってはバスタ

ーミナル管理者と連携し、平城宮跡歴史公園における管理運営の円滑な進捗を図ってください。 

・「県営奈良めぐり平城宮跡前自動車駐車場」及び「平城宮跡バスターミナル」内で事件、事故、災

害等が発生した場合は、直ちに当該区域の責任者であるバスターミナル管理者に連絡してください。

円滑な連絡調整ができるよう、バスターミナル管理者との連絡体制を整備してください。また、初

動対応として救護、被害の拡大防止や現場の保存等が必要な場合は適切かつ迅速に対応してくださ

い。 

・公園ボランティアや地域住民等との協働による公園管理の推進に努めてください。 

・放置自転車やホームレスに対する対策を適切に行い、記録に残して県に報告してください。 

・拾得物は拾得物台帳を作成し、所轄の警察署に届けてください。残置物については、一定期間保管

し、所有者不明の場合は処分してください。なお、廃棄したものか疑わしい場合は、「都市公園法」

に基づき処理することになるので、県と協議してください。 

・平城宮跡内で県が関連するイベント（第 77回全国植樹祭、年度をまたぐイベント）等を行うにあた

り、本公園施設を利用する場合があるので、協力してください。 

・１日の業務内容（点検修繕、清掃、植栽、警備等、維持管理業務）や苦情・要望の処理状況などを

記載した日報等を作成してください。 

・指定管理期間中に事業の変更･中止･延期が発生した場合は、県と指定管理者が協議によりその対応

を定めるものとします。 

 

２ 運営に関する業務 

（１）天平つどい館運営業務 

①施設の概要 

 天平つどい館内 約１６０㎡ 

 ・バス等で本公園を訪れた団体客が集合できるスペース 

 ・公園利用者に対し、本公園内及び平城宮跡内の各施設の利用案内等の情報を提供する施設 

・施設内に配置する、受付カウンター、モニター、案内パネル、ベンチ、ロッカー等は県で準備し

ます。（詳細は別紙１「平城宮跡歴史公園備品等一覧」及び別紙２「備品等配置図」を参照くだ

さい） 

②施設の運営日時 

 ３６５日 ８：３０～１７：００ 

③人員配置 
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 本業務に必要な人数を配置してください。 

④業務内容 

 公園利用者に対し、平城宮跡内の施設配置や見学可能な施設、見学に適したコースなどを紹介して

ください。 

 本公園内で行われるイベントや各種プログラム、平城宮跡の周遊に必要な情報を提供してください。 

 本公園内の施設の利用案内、各種プログラムの利用受付等を行ってください。 

 遠足、修学旅行等、学習旅行で訪れた団体客に対し、休憩、昼食場所の案内や本公園内で行われる

各種プログラムの問い合わせや予約の受付を行ってください。 

 

（２）レンタサイクル運営業務 

①施設の概要 

 天平みはらし館内 １階 約１７２㎡ 

 （事務室 ４７㎡、レンタサイクル貸出スペース ４０㎡、駐輪スペース ３６㎡、自転車整備ス

ペース ４８㎡） 

 ・利用者に対し、レンタサイクルの貸出等をする施設 

・施設内に配置する、レンタサイクル用自転車、工具類、事務机・イス等は県で準備します。（詳

細は別紙１及び別紙２を参照ください） 

②施設の運営日時 

 月曜日（月曜が休日の時は次の平日） 及び 年末年始（１２／２８～１／４）は休館 

 ８：３０～１７：００ 

③人員配置 

 本業務に必要な人数を配置してください。 

④業務内容 

 レンタサイクルの利用希望者に対して、申込の受付を行い、利用料金を徴収してください。 

 レンタサイクルの利用者に対して、平城宮跡内の施設の案内や、周辺地域への案内を行ってくださ

い。 

 レンタサイクル貸出前に、利用するにあたっての注意事項、宮跡内の自転車乗り入れ禁止区域の説

明、宮跡内の危険箇所の説明、歩行者への配慮事項等、安全上必要な注意事項について丁寧な説明を

行ってください。 

 自転車が常に安全で快適に使用できるよう、貸出前に、必要な安全点検や利用者にあった整備を行

った上で貸し出してください。また、自転車の返却後は必要な点検、整備を行ってください。 

 

（３）ジョギング・サイクリングステーション運営業務 

①施設の概要 

 天平みはらし館内 １階 約１６９㎡ 

 （うち、男女更衣室・シャワー室 約６８㎡（シャワー設備男女各２基）、休憩スペース 約３７

㎡、サロンスペース 約５６㎡） 

・利用者（主にジョギング愛好家、サイクリング愛好家の方）に対し、更衣室やシャワー、ロッカ

ー、休憩スペース等を提供する施設 

・更衣室の利用料金を支払った利用者は、更衣室（ロッカーを含む）を利用することができる。さ
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らに、更衣室内のシャワーの利用を希望する利用者は、シャワー室の利用料金を支払い、シャワー

を利用することができる。 

・更衣室以外の施設（休憩スペース、サロンスペース、トイレ等）は無料で利用することができる。 

・施設内に配置する、更衣用ロッカー、休憩スペース・サロンスペース用のテーブル・イス等は県

で準備します。（詳細は別紙１及び別紙２を参照ください） 

②施設の運営日時 

 月曜日（月曜が休日の時は次の平日） 及び 年末年始（１２／２８～１／４）は休館 

 ８：３０～１７：００ 

③人員配置 

 受付・案内等、本業務に必要な人数を配置してください。 

④業務内容 

利用者の利便性に考慮し、適切な方法で利用受付、予約を行ってください。 

利用者に対して、施設を安全かつ適切に使用するための案内、必要な注意事項、設備の使用方法等

について説明を行ってください。 

 利用者からの問い合わせに適切に対応してください。 

 更衣室・シャワーの利用希望者に対して、受付、料金の徴収を行ってください。 

 施設内の設備や備品について、常に汚損や欠損がないか確認を行ってください。 

 事業者の提案により、鍵の貸出方法や、更衣室・シャワーの管理方法を提案することができるもの

とします。 

 

（４）シニアカー運営業務 

①施設の概要 

 天平みはらし館内 １階 約１７２㎡（※（２）レンタサイクル運営業務と共用） 

配置するシニアカー及び付属物等は県で準備します。（詳細は別紙１を参照ください） 

②業務の実施日時 

 月曜日（月曜が休日の時は次の平日） 及び 年末年始（１２／２８～１／４）は休館 

 （ただし、イベント開催時は除く） 

 ８：３０～１７：００（原則として最終貸出は１６：００まで、返却は１６：４５までとします） 

③人員配置 

 本業務に必要な人数を配置してください。（ただし、（２）レンタサイクル運営業務と併せての配

置を想定しています。） 

④業務内容 

 シニアカーの利用希望者に対して、申込の受付を行ってください。 

 シニアカーの利用は無料とします。 

 シニアカーの利用者に対して、平城宮跡内の施設の案内や、周辺地域への案内を行ってください。 

 シニアカー貸出前に、利用するにあたっての注意事項、宮跡内の乗り入れ禁止区域の説明、宮跡内

の危険箇所の説明、歩行者への配慮事項等、安全上必要な注意事項について丁寧な説明を行ってくだ

さい。 

 シニアカーが常に安全で快適に使用できるよう、貸出前に、必要な安全点検や利用者にあった整備、

バッテリー充電を行った上で貸し出してください。また、シニアカーの返却後は必要な点検、整備を
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行ってください。 

  

（５）宮跡展望室（貸会議室）運営業務 

①施設の概要 

 天平みはらし館内 ２階 約７８㎡ 

 （可動式間仕切りにより３室に分室可能 東側 約２９㎡、中央 約２７㎡、西側 約２２㎡）  

 ・展望室の利用希望者に対して、展望室の貸出・運営を行う施設 

・展望室内に配置する、テーブル・イス等は県で準備します。（詳細は別紙１及び別紙２を参照く

ださい） 

②施設の運営日時 

 月曜日（月曜が休日の時は次の平日） 及び 年末年始（１２／２８～１／４）は休館 

 ８：３０～１７：００ 

③業務内容 

 利用者の利便性に考慮し、適切な方法で利用受付、予約を行ってください。 

 利用者に対して、展望室を適切に利用するための案内、必要な注意事項、設備の使用方法等につい

て説明を行い、展望室の貸出を行ってください。 

 展望室の利用希望者に対して、料金の徴収を行ってください。 

 展望室内の設備や備品について、常に汚損や欠損がないか確認を行ってください。 

 

（６）観光案内所運営業務 

①施設の概要 

 天平みつき館内 約５４㎡ 

・公園利用者に対して、平城宮跡周辺および県内各観光地の情報提供を行うスペース。 

・スペース内に配置する、案内カウンター、デジタル情報機器、案内パネル、パンフレットラック

等は県で準備します。（詳細は別紙１及び別紙２を参照ください） 

②施設の運営日時 

 ３６５日 ８：３０～１７：００ 

③人員配置 

 本業務に必要な人数を配置してください。 

④業務内容 

 案内スペースに県内各地の観光パンフレットを設置するとともに、デジタル情報機器等を利用し、

県内各地の観光案内を行ってください。 

 平城宮跡から県内各観光地等への案内、周遊プランの提供などを行ってください。 

  

（７）バス待合所運営業務 

①施設の概要 

 天平みつき館内 約１８０㎡ 

 （うち、バス待合所 約１２３㎡、キッズコーナー 約２６㎡、授乳室 約１４㎡） 

 ・公園利用者がバスの待合いをするスペース 

 ・施設内に配置する、ベンチ、案内情報機器、キッズコーナーおよび授乳室内の備品等は県で準備
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します。（詳細は別紙１及び別紙２を参照ください） 

②施設の運営日時 

 ３６５日 ８：３０～１７：００ 

③人員配置 

 本業務に必要な人数を配置してください。 

④業務内容 

 周遊バス・団体バス等により帰路につかれる公園利用者に対し、案内情報機器等を活用して、乗車

するバスの案内等を行ってください。案内等を行うにあたり、バスターミナル管理者と連絡調整を行

ってください。 

 バスを待つ公園利用者に対し、映像等により各種の案内を行うものとします。 

 

（８）復原遣唐使船展示運営業務 

①施設の概要 

 ア）遣唐使船解説展示コーナー（天平うまし館内） 約５５㎡ 

・奈良時代の遣唐使による東アジアとの交流について、解説展示するコーナー。 

  ・コーナー内に設置する、映像・音響機器、デジタル情報機器、解説パネル等は県で準備します。

（詳細は別紙１及び別紙２を参照ください） 

 イ）復原遣唐使船及び連絡ブリッジ 

・遣唐使船を復原展示。全長約３０ｍ、マスト高約１５ｍ。甲板に乗船可能、定員１００名。 

・復原された遣唐使船や、甲板、連絡通路等に設置された展示・解説を見て触れることで往時の

様子を体感できる。 

②施設の運営日時 

 月曜日（月曜が休日の時は次の平日） 及び 年末年始（１２／２８～１／４）は休館 

 ８：３０～１７：００ 

③人員配置 

 本業務に必要な人数を配置してください。 

④業務内容 

遣唐使船解説展示コーナーでは、公園利用者に対し、モニターやパネルを活用して、遣唐使の命が

けの旅、その成果が奈良時代の日本の国づくりや文化の発展を支えたこと、日本と東アジアの交流に

ついて紹介してください。また必要に応じて、ガイドによる解説案内を行ってください。 

遣唐使船解説展示コーナーを運営するにあたり、映像機器、音響設備等の操作を行ってください。 

 復原遣唐使船に乗る人数が定員（１００名）を超えることがないよう、乗船人数をカウントし、必

要な人数制限をおこなってください。 

 復原遣唐使船甲板において、ガイド等による復原遣唐使船の案内等を行ってください。 

 公園利用者の安全性や利便性に配慮し、復原遣唐使船やシステム機材、什器、備品等の状態を常に

確認するとともに、不具合がある場合は適切な修理、利用停止等の措置を行ってください。 

 雷、荒天、雨天時等、復原遣唐使船に安全に乗ることができないと判断される場合は、乗船を制限

する等の措置を行ってください。 

 

（９）交流スペース運営業務 
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①施設の概要 

 天平うまし館内 約２１５㎡ 

 （うち、西側交流スペース 約１６４㎡、東側交流スペース（通路）約５１㎡） 

 天平みつき館内 約３６３㎡（バックヤード含む） 

 ・公園利用者が体験メニューなどを実施することのできるスペース、及び雨天時に団体利用者が昼

食・休憩などをとることのできるスペース 

  ・スペース内に配置する、受付カウンター、テーブル、イス、パーティション等は県で準備します。

（詳細は別紙１及び別紙２を参照ください） 

②施設の運営日時 

 月曜日（月曜が休日の時は次の平日） 及び 年末年始（１２／２８～１／４）は休館 

 ８：３０～１７：００ 

③人員配置 

 本業務に必要な人数を配置してください。 

④業務内容 

 公園利用者に対し、体験メニューの利用受付、予約受付を行ってください。（但し、自主事業） 

 体験メニューや企画展等の実施時以外において、公園利用者が自由にくつろげるスペースとして快

適に過ごせるよう努めてください。また、公園利用者が公平・平等に利用できるよう配慮してくださ

い。 

 雨天時等において、団体利用者による昼食等での利用希望があった場合、利用できるよう努めてく

ださい。 

 

（１０）ＶＲシアター運営業務 

①施設の概要 

 天平みはらし館内 約２５０㎡ 

 ・平城京や遣唐使等にかかわる映像コンテンツを、５面マルチスクリーンのシアターで上映。 

 ・上映コンテンツ 

  ○「平城京 はじまりの都」 

    上映時間：約１２分 

    内容：在りし日の平城京の姿を最新のＶＲ技術を駆使した５面マルチスクリーンで再現。 

  ○「平城京 安らけし都」 

    上映時間：約１４分 

    内容：奈良時代中期の歴史ストーリーをＶＲ映像とアニメーションの融合により再現。 

  ○「三笠の山にいでし月かも」 

    上映時間：約２０分 

    内容：阿倍仲麻呂の遣唐使としての唐に渡るまでの葛藤と決意を実写映像により再現。 

 ・収容人数 １５０名 

②施設の運営日時 

 月曜日（月曜が休日の時は次の平日） 及び 年末年始（１２／２８～１／４）は休館 

 ８：３０～１７：００ 
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 ※１～３月については、予約のある場合を除き８：３０～１２：００は運営しないでください。予約の受付締切

日時については、原則１ヶ月前としてください。 

③業務内容 

 利用者の利便性を考慮し、上映スケジュールや上映コンテンツを適宜変更してください。 

休憩・宮跡展望棟入口からの案内・誘導を行ってください。 

上映にあたり、ＶＲシアターのシステム操作、音響操作等を行ってください。 

 上映にあたっての注意事項の説明を行ってください。 

必要に応じて、外国語音声機器の貸出等を行ってください。 

修学旅行生等団体客への対応のため、予約受付を行ってください。 

  

３ 誘客・促進に関する業務 

（１）広報業務 

 ホームページを作成し、公園の案内や各種イベント、アクセス等を紹介するほか、動画や Facebook、

Twitterや Instagram等の SNSも活用するなど、多様な方法で広報を行ってください。 

 特に利用料金を徴収する施設（レンタサイクル、ジョギング・サイクリングステーション、宮跡展

望室（貸会議室））の利用を促すよう、広報を充実させてください。 

  

（２）イベント運営業務 

 芝生広場を活用し、特に閑散期（７～９月、１～３月）における公園の賑わいを創出するために、

年間６回、閑散期にイベントを実施してください。なお、広場内の木製デッキを舞台として活用した

催しとすることも可能です。 

 

 必要に応じて参加者から実費程度の参加料を徴収するものとします。 

 

（３）平城楽習パック運営業務 

 奈良県が所有する、平城宮跡を中心に奈良時代を効果的に学べる体験学習プログラム、「平城（な

ら）楽習パック」（以下「楽習パック」という。）について、利用を希望する団体への貸出や、返却

の受付、問い合わせへの対応、維持管理、利用促進等を行ってください。 

①楽習パックの概要 

 ・天平衣装、木簡、和同開珎、土器、学習用ＤＶＤ、ワークシート等の楽習ツール一式が、１つの

スーツケースにまとめられている。 

 ・修学旅行や校外学習で平城宮跡を訪れる学校は、楽習パックを利用して、事前学習、現地学習、

事後学習を行うことで、平城宮跡を中心とした奈良時代の学習に活用することができる。 

 ・貸出は無料。貸出、返却の際の運送料等は利用者が負担する。 

②業務内容 

 利用申し込みにあたり、電話による仮予約を受け付け、ファックスまたはメールにより借用申請書

を受け付けてください。借用申請書に不備がなければ、承認書をファックスにより返送します。 

 楽習パックの内容に不備がないかを確認し、承認した利用者に対して、送料着払いで楽習パックを

送付してください。 

 利用後の楽習パックの返却を受け付け、楽習パックの内容に不備がないかを確認してください。 
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楽習パックの内容に汚損があった場合等は適宜修繕を行うとともに、天平衣装に汚れがある場合は、

クリーニングに出す等、適切に楽習パックを維持管理してください。 

楽習パックのチラシ（Ａ３版両面・フルカラー・原稿データ有）を必要部数作成し、県内や過去に

利用のあった学校等に発送し、利用促進を行ってください。 

 その他、楽習パックの利用に関する問い合わせ等に対応してください。 

 

４ 施設、設備の使用承認及び利用の制限に関する業務 

（１）施設、設備の使用承認・利用料金収受業務 

 指定管理者は、奈良県立都市公園条例第８条に基づき、以下の施設の使用承認に関する業務を行っ

てください。利用料金の額は、条例及び規則に定める使用料の額の範囲内で、あらかじめ知事の承

認を得て指定管理者が定めるものとし、指定管理者が利用者から利用料金を収受してください。 

ア）レンタサイクル 

 規則で定める利用料金は以下のとおりです。 

  電動アシスト自転車 １日１回につき８１０円 

  普通自転車 １日１回につき５００円 

イ）ジョギング・サイクリングステーション 

 条例、規則で定める利用料金は以下のとおりです。 

  更衣室利用料 ４００円 

  ただし、シャワーを利用せず、更衣室のみの利用の場合は１００円 

ウ）宮跡展望室（貸会議室） 

 宮跡展望室（貸会議室）の使用承認にあたり、利用希望者から、別紙５「奈良スーパーアプリ利用

要綱―指定管理者向け―」により、施設の利用予約をオンラインで受け付けてください。なお、イン

ターネットを利用できない公園利用者のために、従来からの利用申込書による予約等オンライン以外

の方法による予約受付も行えるよう体制を整え、これらの予約情報を奈良スーパーアプリ上で適切に

集約・管理してください。 

 条例で定める利用料金は以下のとおりです。 

  ※令和８年４月１日施行の料金を記載 

 ９時から１３時 １３時から１７時 ９時から１７時 

宮跡展望室Ａ（東）  

１，７７０円 

 

１，７７０円 

 

３，５４０円 

宮跡展望室Ｂ（中央）  

１，６６０円 

 

１，６６０円 

 

３，３３０円 

宮跡展望室Ｃ（西）  

１，３７０円 

 

１，３７０円 

 

２，７５０円 

 

（２）施設、設備の使用承認の取り消し等に関する業務 

 指定管理者は、奈良県立都市公園条例第９条第１項及び第９条第２項第１号に基づき、施設、設備

の使用承認の取り消し等に関する業務を行ってください。 

 

（３）利用の禁止又は制限に関する業務 
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 指定管理者は、奈良県立都市公園条例第５条に基づき、公園の利用が危険であると認められる場合

又は公園に関する工事のためやむを得ないと認められる場合、区域を定めて公園の利用を禁止し、又

は制限してください。 

  

（４）公園施設の設置管理、占用等に関する届出の受理に関する業務 

 指定管理者は、奈良県立都市公園条例第１０条の規定に基づき、公園施設の設置や占用許可にかか

る工事の完了、廃止、原状回復にかかる届出の受理を行って下さい。 

 

（５）第三者の公園利用にかかる受付業務 

 指定管理者以外の第三者から公園を使用したい旨の申し出があった場合は、その内容等を確認し、

都市公園法に基づく公園施設の設置許可、占用許可、行為許可が必要と考えられるものについては、

県への手続き等を指導してください。県への手続きが必要か判断が難しいものについては、県に事前

に協議するよう指導してください。 

 

５ 公園施設の維持管理に関する業務 

（１）施設・設備の保守点検業務 

①業務の目的 

 施設・設備の性能及び機能を維持し、公園利用者が安全かつ快適に利用できるよう適切な維持管理

計画に基づき、点検、保守、修繕等を実施するものです。 

②業務対象 

 本公園内のすべての施設（建築物、園路・広場・工作物、設備、備品、展示施設等。ただし、駐車

場及び車路を除く。）とします。 

③業務内容 

ア）基本方針 

 本公園内のすべての施設の機能が良好に維持されるよう日常的に点検を行い、小規模な修繕、補修

については速やかに対処するものとします。 

 保守点検を実施した記録は、今後の施設管理の参考とするため、記録簿として保存してください。 

 大規模な修繕については県と協議を行うと共に、修繕に時間を要する場合は、必要に応じて応急処

置や、公園利用者の安全確保のため利用の制限等を行うものとします。 

 修繕を実施した記録は、今後の修繕方法や修繕時期の検討資料とするため、台帳を作成し修繕記録

を保存してください。 

イ）施設・設備の保守点検 

 以下の施設・設備について、保守、点検を行ってください。法令に基づく点検が必要なものについ

ては、法令に基づいた適切な保守管理・点検等を実施するものとします。なお、以下に記載のない施

設・設備についても、施設・設備の性能及び機能を維持や、公園利用者の安全性や快適性を維持する

ために必要なものについては適宜実施してください。 

 ・建築物定期点検 

 ・昇降機保守点検 

 ・自動ドア保守点検 

 ・自家用電気工作物保安管理及び保守点検 
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 ・空調機器点検 

 ・受水槽・排水槽点検 

 ・消防設備点検 

 ・修景池にかかる給排水施設点検 

 ・園内照明施設点検 

ウ）園路・広場等の点検 

 園内の建築物外の箇所について、巡回点検を行い、必要に応じて適切な修繕を行ってください。 

 特に公園利用者が多い園路や広場（木製デッキ、手摺等を含む）等は、日常的に巡回点検を行って

ください。 

エ）備品の保守点検 

 本公園内に設置した備品等について、運営に支障をきたさないよう、点検、保守、修繕等を実施し、

常に良好な状態を維持してください。 

 本公園の備品については、備品台帳を作成して管理して下さい。備品台帳に記載する事項は、品名、

企画、金額（単価）、数量を含むものとします。なお、県所有の備品とは別に、指定管理者で購入し

使用する備品については、県所有備品とは分けて台帳を作成し管理するものとします。 

オ）展示施設の保守点検 

 復原遣唐使船（連絡ブリッジを含む）について、年１回程度保守点検を実施し、必要に応じて修繕

を行ってください。 

 遣唐使船シアター、ＶＲシアターにおけるＡＶ機器や展示物について、年１回程度保守点検を実施

し、必要に応じて修繕を行ってください。 

 天平つどい館及び天平みつき館等に設置された情報機器等について、必要に応じて保守点検を行っ

てください。 

 本公園内に設置された遣唐使船ライトアップ施設、池内のミスト噴出施設、暑さ対策用ミスト噴出

施設について、必要な機能が維持できるよう定期点検及び修繕（清掃含む）を行ってください。 

 

（２）清掃業務 

①業務の目的 

 本公園内を美しく衛生的に保ち、本公園におけるサービスが円滑に提供され、公園利用者が安全か

つ快適に利用できるよう、清掃、害虫駆除、ゴミ処理等を実施するものです。 

②業務対象 

 本公園内の敷地、施設のすべてを対象とします（ただし、駐車場及び車路を除く。）。 

③業務内容 

ア）基本方針 

 対象範囲は目に見える埃、汚れがない状態を維持し、見た目に心地良く、衛生的であることを目標

とし、特に公園利用者の利用頻度の高い施設については、常に清掃状態を確認し、清潔な状態を保つ

とともに、消耗品が常に補充されている状態を保ってください。 

 できる限り公園利用者の妨げにならないように実施してください。 

 床の洗浄や、天井、壁、窓ガラス、空調機器、機械機器等の日常的に清掃が困難な個所については、

定期清掃の年間計画を立て、個別個所ごとに日常清掃及び定期清掃を組み合わせ、業務を実施してく

ださい。 
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 清掃を実施した記録は、今後の施設管理の参考とするため、記録簿として保存してください。 

 発生するゴミの収集、搬出、処理を適正に行ってください。 

 作業担当者は、職務にふさわしい統一された服装で業務を行ってください。 

 業務に使用する用具及び資材等は、常に整理整頓に努めてください。 

 作業においては、電気、水道及びガスの計画的な節約に努めてください。 

イ）施設清掃業務 

 建物内外の仕上げ材の性質や設置されている什器・備品等を考慮しつつ、日常清掃、定期清掃及び

特別清掃を適切に組み合わせた作業計画を作成し、実施して下さい。 

  日常清掃は、主として以下のとおり行うものとします。 

 ・床は仕上げ材の性質に合わせて除塵及び部分水拭きを行うこと。シャワー室内については、洗浄

を行うこと。 

 ・床以外については、各室の仕上げ材の性質や設置されている什器・備品等を考慮しつつ、扉ガラ

スの部分拭き、什器・備品の除塵、ごみ収集、金属部分の除塵、窓台の除塵及び拭き、手摺拭き等を

行うこと。 

 ・入口のフロアマットについては、除塵を行うこと。 

 ・エレベーターについては、壁・扉・操作盤の部分拭き、および扉溝の除塵を行うこと。 

 ・シャワー室、更衣室については、壁・洗面台・鏡・椅子・洗面台・水栓・シャワー金具拭き、扉

部分拭き、足拭きマットの感想、脱衣箱、脱衣かご拭き、消耗品の補充、排水溝のごみ収集等を行う

こと。 

 ・トイレについては、扉拭き、洗面台及び水栓拭き、鏡拭き、衛生陶器の洗浄、衛生消耗品の補充、

汚物収集を行うこと。 

 定期清掃は、主として以下のとおり行うものとします。 

 ・床は仕上げ材の性質に合わせてポリッシャー等による洗浄を行うこと。 

 ・照明器具の管球・反射板・カバー、ブラインドのスラット等を拭くこと。 

 ・吹出口、吸込口やその周辺の洗浄を行うこと。 

 ・窓ガラス、玄関回りの洗浄を行うこと。 

ウ）園内清掃業務 

 本公園内の建物以外の場所について、公園利用者及び従事者が快適に利用できるよう特性に配慮し

て計画を作成し、実施して下さい。 

 ・日常的な巡回点検、ゴミ拾い等の清掃を行うこと。 

 ・落葉期は園路や周辺施設を中心に、落ち葉清掃を行うこと。 

 ・定期的にサイン、柵、ベンチ等の清掃を行うこと。 

 ・池内の藻や浮遊ごみ等については、池外から取り除けるものは日常的に除去するとともに、夏場

は年３回程度、除藻材を使用するなどして、美観の維持に努めること。また、年１回程度、オリフィ

ス、泥溜、礫間等の高圧洗浄を行い、池内にたまる泥の清掃を行うこと。 

 ・側溝、排水枡等の点検を行い、必要に応じて清掃を行うこと。 

 ・大雨等の後は全体的な清掃を行うこと。 

エ）塵芥処理業務 

 清掃などで回収したごみは、関係法令に従って適切に処分してください。 
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（３）植栽管理業務 

①業務の目的 

 本公園内の美観を維持し、公園利用者が安全かつ快適に利用できるよう、園内の植栽の保護、育成

及び剪定等を行うものとします。 

②業務の対象 

 本公園内のすべての敷地を対象とします（ただし、駐車場及び車路を除く。）。なお、現時点での

本公園の植栽計画は別紙３（ただし、着色エリアを除く。）のとおりです。 

③業務の内容 

ア）基本方針 

 公園利用者が快適に利用できるよう、本公園内の利用実態に合わせた管理計画を立て、必要な作業

を、適切な時期に適切な方法で実施してください。 

 植栽管理を行った記録は、今後の施設管理の参考とするため、記録簿として保存してください。 

 植物が良好に育成できるよう、植物の種類、特性や季節、気象状況に合わせた作業を行ってくださ

い。 

 公園利用者が安全に利用できるよう、見通しの確保や、枝等の落下事故防止に努めてください。ま

た、剪定等作業時の飛び石飛散防止対策を徹底し、事故防止に努めてください。 

 農薬や肥料等を使用する場合は、環境や安全性に配慮して選定してください。また、農薬を使用す

る場合は、公園利用者等の健康面に十分配慮して作業を実施してください。 

イ）樹木管理 

 高中木については、自然樹形仕上げを基本とし、樹木の特性に合わせて年１回程度、最も適切な次

期に最も適切な方法で剪定を行ってください。 

 低木については、年間を通して美観を損ねないよう、年１回程度、適切な時期に適切な方法で刈込

を行ってください。また、必要に応じて除草、中枯れ防止のための剪定を行ってください。 

 樹木の特性や肥料の目的を考慮し、最も効果的な時期、方法で施肥を行ってください。 

 日常的に樹木を点検し、枯れ木や、通行の妨げとなる枝、落下の恐れのある枝等、安全面に支障が

ある場合は、速やかに適切な処置を行ってください。 

 樹木が枯損しないよう適宜灌水を行ってください。 

 必要に応じて枯株の除去や新植を行ってください。 

 刈り込みの際は植栽値内及び周辺の除草も合わせて行ってください。 

ウ）芝生管理 

 芝生については、公園利用者が芝生広場として快適に利用できるよう適切な時期に適切な回数の刈

込、除草を行ってください。 

 良好な育成のため、目土散布、エアレーション、施肥等の作業を適切に行ってください。 

 芝生が枯損しないよう適宜灌水を行ってください。 

エ）病害虫防除 

 病害虫の早期発見に努め、できる限り農薬を使用しない方法での防除に努めてください。 

 農薬を使用する場合は、公園利用者に告知の上、安全面に十分配慮して使用してください。農薬を

使用するにあたっては、関係法令や仕様安全基準を順守し、最小限の使用にとどめるよう努めてくだ

さい。 
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（４）警備業務  

①業務の目的 

 本公園の秩序の維持、盗難・破壊等の防止、火災等の災害発生の防止、財産の保全及び公園利用者

の安全を確保するため、警備を行うものとします。 

②業務の対象 

 本公園内の敷地、施設のすべてを対象とします（ただし、駐車場及び車路を除く。）。 

③業務内容 

ア）基本方針 

 本公園の特性、規模、施設の利用時間、利用状況等を把握し、適切な安全管理計画を立て、警備を

行ってください。 

 「警備業法」、「消防法」及び「労働安全衛生法」等関連法令及び関係官公庁の指示等を遵守して

ください。 

 警備担当者へ適切な指導・研修を行う体制を整えてください。 

 警備担当者は、ふさわしい統一された服装を着用してください。また、公園利用者に対して、公共

施設にふさわしい言葉遣いと態度を守り、丁寧に振る舞ってください。 

 警備日誌を作成し、県の要請に応じて閲覧ができるようにしてください。 

イ）施設警備 

 ３６５日２４時間体制で警備にあたるものとします。ただし、施設の開館時間外については、機械

による警備のみでも可能とします。 

 本公園内の敷地、各施設について、以下のとおり警備するために必要な人員の配置や機械警備の設

置を行ってください。 

 ・開館時間外の出入館管理 

 ・不審者・不審車両の進入防止 

 ・不審物の発見・処置 

 ・火の元及び消火器・火災報知器の点検 

 ・戸締り、消灯及び施設の安全確認 

 ・急病、自己、犯罪、災害等、異常事態を発見した場合の初期対応を行える体制整備及び異常事態

発生時の適切な処置 

 ・鍵の受け渡し、保管及びその記録 

ウ）踏切警備業務 

 特別史跡平城宮跡内を横断する近畿日本鉄道の線路に設置された踏切に、別紙４のとおり警備担当

者を１名以上配置してください。公園の繁忙期等、公園利用者が多数見込まれる時期については、適

切な人数を配置し、公園利用者の安全を確保してください。 

 警備時間は３６５日、８：００～１７：００までとします。 

 公園利用者が踏切を安全に横断できるよう、適切な案内、誘導を行ってください。 

 

６ 自主事業に関する業務 

 本公園の魅力向上、賑わいの創出、公園サービスの充実や利用促進を図るため、公園施設の設置目

的に合致する範囲内で、自主事業を実施することができます。事業を実施するにあたっては、事業計

画書を事前に県に提出の上、承認を得てください。自主事業にかかる費用については、維持管理費用
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も含めてすべて指定管理者によるものとし、また、これにかかる収入についても指定管理者の収入と

します。なお、以下の（１）及び（２）の事業については、指定管理期間中必ず実施してください。 

（１）飲食・物販施設運営業務 

天平うまし館内の指定する範囲において、カフェやレストラン等の飲食施設及び公園利用者に必要

な物品、土産物等を販売する物販施設を管理運営してください。 

飲食・物販施設は都市公園法第５条に基づく公園施設の管理許可施設として、管理運営するものと

し、使用料を県へ支払うものとします。 

なお、以下に記載する範囲のみならず、運営上、建物外を庭園等として整備、管理をすることで、

さらなる誘客促進や賑わい創出が可能と考える場合は、より広い範囲について管理運営することを提

案することも可能とします。その場合、建物外における使用料は１㎡あたり１月１９０円とし、許可

範囲を県と協議の上、決定します。 

① 施設の概要 

 約４１５㎡ （うち、厨房・バックヤードスペース 約１１１㎡） 

 別紙 1、別紙 2、及び建築関係詳細図面等に記載のある設備、什器以外の備品・厨房設備等は、指定

管理者において設置するものとします。設備の詳細については、貸与資料にある建築関係詳細図面等

を確認してください。 

 なお、指定管理者は、指定管理期間終了後、指定管理者の費用と責任において施設を原状に回復し

た状態で返還するものとします。ただし、県が原状回復の必要が無いと認めた場合は、この限りでは

ありません。 

② 施設使用料 

月額９４６，２００円とします。 

③飲食施設に求める水準 

ア） 基本方針 

 公園利用者が、平城宮跡や芝生広場やイベント、復原遣唐使船等、平城宮跡歴史公園を眺望しなが

らゆったりと食事ができるような施設とし、公園の魅力をさらに高めるような拠点ゾーンの基本理

念・基本方針にふさわしい飲食施設を運営してください。 

イ） 運営内容 

 営業日及び運営時間は天平うまし館の運営日及び時間（8 時 30 分から 17 時）を基本として提案し

てください。これ以外の時間帯での運営については、応募時に提案し、県と協議の上、決定します。

この場合、時間外の運営は周辺地域への配慮と対策を十分に行った上で事業者の責任により行うもの

とします。 

 公園利用者のニーズ等を踏まえた人気メニューを積極的に提案してください。 

ウ） 運営経費 

 運営を開始するまでに必要となる費用（運営準備、必要な設備・備品等に要する経費等）、運営に

関わる一切の費用（営業の許認可に係る費用、光熱水費、人件費、材料費等の経費）、飲食施設にか

かる維持管理費（清掃費、消耗品費、運営部分に係る施設の点検、軽微な修繕等）及び運営に係る各

種保険料などはすべて事業者の負担とします。これらの経費は、自主事業にかかる経費として指定管

理業務とは別に決算書類を作成してください。なお、光熱水費については、当該施設に係るものにつ

いて、子メーターを設置するなどして使用量を計測し記録するものとします。 

エ） 運営条件 
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 以下の条件を守って運営してください。 

・清掃、消毒等については運営者で実施すること。 

・運営により発生するゴミは、運営者において適切に処分すること。 

・本公園内で実施されるイベントに協力するとともに、積極的に参画すること。 

・営業の許認可等各種法令で定められた許可の取得や届出を運営者の責任において期日までに行う

こと。 

・食中毒等の事故が発生した場合や販売上のトラブル等が発生した場合、または利用者等から苦情

があった場合は、運営者が責任を持って処理すること。 

④物販施設に求める水準 

ア)基本方針 

 公園利用者の利便性の向上を図るため、公園利用に資する品目を提供してください。また、本公園

が奈良県の玄関口となるおもてなし施設であることを踏まえ、来訪者が平城宮跡や古都奈良を実感で

きる品目を提供してください。 

イ）運営内容 

 営業日及び運営時間は天平うまし館の運営日及び時間（8 時 30 分から 17 時）を基本として提案し

てください。これ以外の時間帯での運営については、応募時に提案し、県と協議の上、決定します。

この場合、時間外の運営は周辺地域への配慮と対策を十分に行った上で事業者の責任により行うもの

とします。 

 奈良県の玄関口である平城宮跡歴史公園にふさわしい物販施設のコンセプトを検討し、本公園にふ

さわしい物販施設を提案してください。 

 本公園との関連性の低い品目や、本公園の適正な管理に支障を及ぼすおそれのある品目のほか、青

少年の健全な育成を阻害するおそれのあると県が判断する品目の販売はできません。なお、酒類の販

売を行う場合、年齢確認等により未成年者への販売を行わないとともに、飲酒運転につながらないよ

う、車両運転の有無についても確認してください。 

ウ）運営経費 

 運営を開始するまでに必要となる費用（運営準備、必要な設備・備品等に要する経費等）、運営に

関わる一切の費用（営業の許認可に係る費用、光熱水費、人件費、材料費等の経費）、物販施設部分

にかかる維持管理費（清掃費、消耗品費、運営部分に係る施設の点検、軽微な修繕等）及び運営に係

る各種保険料などはすべて事業者の負担とします。これらの経費は、自主事業にかかる経費として指

定管理業務とは別に決算書類を作成してください。なお、光熱水費については、当該施設に係るもの

について、子メーターを設置するなどして使用量を計測し記録するものとします。 

エ）運営条件 

 以下の条件を守って運営してください。 

・清掃、消毒等については運営者で実施すること。 

・運営により発生するゴミは、運営者が適切に処分すること。 

 ・本公園内で実施されるイベントに協力するとともに、積極的に参画すること。 

 ・営業の許認可等各種法令で定められた許可の取得や届出を運営者の責任において期日までに行う

こと。 

 ・食中毒等の事故が発生した場合や販売上のトラブル等が発生した場合、または利用者等から苦情

があった場合は、運営者が責任を持って処理すること。 
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（２）自動販売機の設置管理業務 

公園利用者へのサービス充実を図るため、本公園内の必要と思われる場所において、指定管理者の

提案により、自動販売機を設置することができます。設置場所や台数等については、奈良県と協議の

上、都市公園法第５条に基づく公園施設の管理許可により管理運営するものとし、設置する場所ごと

に以下の使用料を県へ支払うものとします。 

 ・建物内（軒下を含む）に設置する場合 １月あたり１㎡につき ２，２８０円 

 ・建物外に設置する場合 １月あたり１㎡につき １９０円 

 運営者はあらかじめ、販売品目一覧表を提出することとし、自動販売機において酒類の販売を行う

ことはできないものとします。また、運営者は各販売機に回収ボックスを設置してゴミを適切に処分

するとともに、自動販売機には転倒防止措置講じる等、公園利用者の利便性や安全を確保してくださ

い。 

 

 

（３）その他の自主事業 

指定管理者は、平城宮跡の新たな魅力を創出し、公園の利用促進を図ることで、賑わいと活気のあ

る公園となるよう、都市公園法の範囲内で、上記（１）、（２）のほか、令和６年度観光戦略本部平

城宮跡周辺エリア部会のとりまとめを踏まえ、日本の食文化のルーツとなる奈良の食文化など、平城

京の特性を活かした内容を積極的に企画・運営してください。なお、自主事業の実施に要する経費は、

指定管理者が負担し、自主事業による収入は指定管理者が収受するものとします。 

また、自主事業の実施にあたり工作物等の設置を伴う場合は、都市公園法第６条に基づく占用許可、

展示会等の興業を行う場合は、奈良県立都市公園条例第３条に基づく行為許可が必要となります。こ

の場合、指定管理者は、原則として当該許可に伴う公園使用料を支払う必要がありますが、指定管理

者が単独で行う事業で、事業内容が公園の設置目的に合致するものであるなど、一定の要件を満たす

場合は、免除となることがあります。 



平城宮跡歴史公園備品等一覧

天平みはらし館

配置予定場所 什器・備品

傘立て 2 台

傘入れ袋スタンド 1 台

傘滴取り 1 台

カウンターテーブル 5 基

カウンター椅子 15 脚

ベンチ 1 脚

靴箱 2 台

更衣室ロッカー 8 台

リフレッシュテーブル 2 基

チェア 8 脚

サニタリーボックス 9 台

消臭抗菌マット 2 枚

会議用机 16 基

会議用椅子 32 脚

スクリーン 1 台

応接セット 1 式

屋外用ベンチ 4 台

インドアマット 2 枚

サニタリーボックス 2 台

消臭抗菌マット 1 枚

スピーカー 2 台

ミキサー 1 台

スピーカースタンド 2 基

マイクスタンド 2 基

ホワイトボード 1 台

自転車ラック 2 基

大人用自転車 10 台

大人用電動自転車 5 台

子供用自転車（20インチ） 5 台

子供用自転車（16インチ） 5 台

シニアカー（付属のミラー、杖ホルダー2種、防水カバー
及び位置情報発信器を含む）

2 台

自転車工具 1 基

事務机 5 基

事務いす 15 脚

書類棚 7 台

ロッカー 4 台

電話 2 台

ＡＥＤ 1 台

ホワイトボード 1 台

受付カウンター 1 式

キッチンキャビネット 1 台

事務机 9 セット

事務いす 9 脚

書類棚 11 台

電話 4 台

打ち合わせ用テーブル 2 台

打ち合わせ用イス 6 脚

金庫 1 台

ホワイトボード 1 台

プロジェクター 5 台

有線マイク 2 本

ワイヤレスマイク 2 本

ガイドポール 2 本

レンタサイクル事務所

エントランス

更衣室・シャワー室

サロンスペース

１Ｆトイレ

展望室

駐輪場

展望デッキ

別紙１

公園事務所

数量

ＶＲシアター

２Fトイレ

休憩スペース

２F給湯室



天平つどい館

配置予定場所 什器・備品

映像モニター（80インチ） 1 基

パンフレットラック 1 個

公園ＭＡＰ、紹介パネル 1 枚

公園ＭＡＰ傾斜台 1 基

ベンチ 3 基

コインロッカー 3 台

傘滴取り 1 台

AED 1 台

受付カウンター 1 ｾｯﾄ

受付イス 1 脚

バック棚 1 基

貸出用車椅子 3 台

カウンター横事務所 職員用ロッカー 1 台

出入口 インドアマット 1 枚

倉庫 パイプいす 10 脚

サニタリーボックス 11 台

消臭抗菌マット 2 枚
トイレ

団体集合・個人客利用エリア

公園案内カウンター

数量



天平みつき館

配置予定場所 什器・備品

受付カウンター 1 ｾｯﾄ

受付イス 4 脚

パンフレットラック 2 台

デジタルサイネージ 1 基

公園ＭＡＰ、紹介パネル 1 枚

AED 1 台

ロッカー 1 台

展示壁 2 枚

ベンチ 12 脚

映像モニター（42インチ） 3 台

インドアマット 2 枚

傘滴取り 1 台

パイプいす 32 脚

ガイドポール 5 本

ウレタンマット 1 式

シューズボックス 2 台

事務机 2 台

事務いす 2 脚

サニタリーボックス 7 台

消臭抗菌マット 2 枚

オムツ交換ベッド 2 台

オムツ回収ボックス 1 台

授乳室チェア 3 脚

くず入れ（ステンレス） 1 個

救護室ベッド 2 台

事務机・イス 1 セット

ベンチ 1 脚

事務机・イス 2 セット

更衣室ロッカー 3 台

事務机 2 台

事務いす 4 脚

ラック 1 台

更衣用ロッカー 1 台

乗務員控室 パイプいす 5 脚

事務机 1 台

スピーカー 8 台

ラック 2 台

会議用机 2 台

会議用イス 2 脚

ロッカー 3 台

観光案内コーナー

警備員室

清掃担当詰所

バス待合所

共用通路

キッズコーナー

トイレ

救護室

数量

授乳室

多目的室

ショップバックヤード

倉庫



天平うまし館

配置予定場所 什器・備品

交流コーナー テーブル 10 基

遣唐使船解説映像モニター（80インチ） 1 基

東アジアとの交流紹介映像モニター（42インチ） 1 基

ヒップチェアベンチ 6 基

展示ケース 1 基

ガイドポール 7 本

インドアマット 2 枚

傘立て 1 台

ガイドポール 10 本

サニタリーボックス 6 台

消臭抗菌マット 2 枚

※上記一覧は代表的なものです。一覧に記載のない備品については備品に貼付したシールでご確認ください。

トイレ

遣唐使船解説コーナー
東アジアとの交流コーナー

数量

共用通路



天平みはらし館 １階

備品等配置図
別紙２

エントランス

休憩スペース

更衣室・シャワー室

（女子）

更衣室・シャワー室

（男子） サロンスペース

１Ｆトイレ

駐輪場

レンタサイクル事務所



天平みはらし館 ２階

展望室

展望デッキ

２Ｆトイレ２Ｆ給湯室

公園事務所

ＶＲシアター



自販機スペース

自販機スペース

天平つどい館

倉庫

トイレ（女子） トイレ（男子）

団体集合・個人客利用エリア

カウンター横事務所

公園案内カウンター

出入口



天平みつき館

観光案内コーナー

バス待合所

共用通路

キッズコーナー

ショップバックヤード

トイレ

授乳室

救護室

警備員室
倉庫

多目的室

乗務員控室

清掃担当詰所



天平うまし館

交流コーナー

遣唐使船解説コーナー

東アジアとの交流コーナー

共用通路

トイレ

厨房・バックヤードスペース
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③-1

IP.1NO.0 W:1◆植栽計画図 E66.0
65.3 Eガ

As U240TK.5

P1P2A1P3A7P4P5PM1PM2PM3PM4PM7PM5PM6PM8PM9
ユニバ－サルETＭ PM1PM2PM3PM4PM7PM5

ｵﾛｼﾏﾁｸ 356鉢ｵﾛｼﾏﾁｸ 490鉢ｵﾛｼﾏﾁｸ 342鉢ﾔﾏﾌﾞｷ 4本
ﾔﾏﾌﾞｷ 4本
ﾔﾏﾌﾞｷ 4本ｱｼﾞｻｲ 4本

ｽｽｷ 4鉢
ﾐﾂﾏﾀ 4本

ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 42本 ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ239本
ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 198本

ｸﾁﾅｼ 49本
ﾔﾏﾂﾂｼﾞ 587本 ｶﾑﾛｻﾞｻ 310鉢

ｼﾊﾞ 476.6m2

ｼﾗﾝ 210鉢 ｼﾊﾞ 110.1m2

ｼｬｶﾞ 143鉢
ｽｽｷ 4鉢

ｼﾗﾝ 103鉢

ﾐﾂﾏﾀ 4本ｱｼﾞｻｲ 4本

ｼﾊﾞ 55.4m2 ｼﾊﾞ 57.6m2
ｼﾊﾞ 1542.2m2

ｼﾊﾞ 25.90m2
ｵﾛｼﾏﾁ 288鉢 ｶﾑﾛｻﾞｻ 709鉢ｼﾊﾞ 58.2m2 ｼﾊﾞ49.2m2ｵﾛｼﾏﾁｸ 288鉢ｵﾛｼﾏﾁｸ 288鉢ｵﾛｼﾏﾁｸ 288鉢 ｼﾊﾞ 32.3m2

ｶﾑﾛｻﾞｻ 155鉢ｵﾛｼﾏﾁｸ 94鉢ｼﾊﾞ 41.2m2ｼﾊﾞ 31.9m2ｼﾊﾞ 107.2m2 ｼﾊﾞ 27.1m2ｽｽｷ 34鉢

ｼﾊﾞ 685.6m2ｼﾊﾞ 74.2m2 ｼﾊﾞ 76.2m2

ｼﾊﾞ 380.1m2

ｶﾝﾂﾊﾞｷ 88本ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 46本ｶﾝﾂﾊﾞｷ 28本ｸﾁﾅｼ 40本ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ 367本ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ 316本 ｶﾝﾂﾊﾞｷ 109本 ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ 643本 ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ 871本ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ 678本ｸﾁﾅｼ 409本ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ158本ｶﾝﾂﾊﾞｷ 76本ｸﾁﾅｼ 112本
ｶﾑﾛｻﾞｻ 304鉢ｶﾑﾛｻﾞｻ 32鉢ｶﾝﾂﾊﾞｷ 15本防根ｼｰﾄｶﾑﾛｻﾞｻ 169鉢防根ｼｰﾄ

ｼﾊﾞ 125.8m2
ｶﾝﾂﾊﾞｷ 115本 ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ 1285本ｶﾑﾛｻﾞｻ 356鉢

ｶﾝﾂﾊﾞｷ 355 本ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ 266本ｸﾁﾅｼ 249本 ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ93本ﾔﾏﾂﾂｼ 104本ﾞﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 180本ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 376本ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ 476本ﾔﾌﾞﾗﾝ 18鉢ｶﾝﾂﾊﾞｷ 20本

ﾔﾌﾞﾗﾝ 479鉢

ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 14本ｱｾﾋﾞ 9本ｱｾﾋﾞ 9本
ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 6本ｼｬｶﾞ 238鉢 ｼﾗﾝ 245鉢 ﾔﾏﾌﾞｷ 4本ﾆﾜｳﾒ 4本ﾎﾞｹ 9本ｳﾂｷﾞ 4本ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 6本 ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ 9鉢ｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ 30鉢ｼﾗﾝ 88鉢ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ310鉢 ｼﾗﾝ 65鉢

ｼﾊﾞ 58.4m2ｽｽｷ 44鉢ｼﾊﾞ 86.3m2
ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ143鉢ｽｽｷ 10鉢 ｷｷｮｳ 25鉢ﾏﾝﾘｮｳ 9本ﾔﾏﾊｷ 4本ﾞｽｽｷ 3鉢 ｵﾆﾔﾌﾞｿﾃﾂ 80鉢ｸｻｿﾃﾂ 125鉢混植 ﾔﾌﾞｺｳｼ126鉢ﾍﾞﾆｼﾀﾞ88鉢ﾔﾌﾞﾗﾝ126鉢混植 ﾔﾌﾞｺｳｼ32鉢ﾍﾞﾆｼﾀﾞ23鉢ﾔﾌﾞﾗﾝ32鉢

ｶﾑﾛｻﾞｻ 601鉢ｶﾑﾛｻﾞｻ 288鉢ｶﾑﾛｻﾞｻ 119鉢 ｵﾆﾔﾌﾞｿﾃﾂ 86鉢ｸｻｿﾃﾂ 135鉢ﾂﾜﾌﾞｷ 86鉢
ｱｼﾞｻｲ 4本

ﾏｻｷ 10本

ﾏｻｷ 55本 ﾏｻｷ 32本 ﾏｻｷ 22本ﾏｻｷ 22本
ﾂﾜﾌﾞｷ 16鉢ﾂﾜﾌﾞｷ 16鉢ﾂﾜﾌﾞｷ 16鉢 ﾂﾜﾌﾞｷ 16鉢ﾂﾜﾌﾞｷ 16鉢ﾂﾜﾌﾞｷ 16鉢

ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ6本ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ6本
防

ﾏｻｷ 6本ﾏｻｷ 23本ｼｬｶﾞ 58鉢ｼｬｶﾞ 93鉢ﾏｻｷ 20本 ｶﾝﾂﾊﾞｷ 244本ﾔﾏﾂﾂｼﾞ165本 ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 145本
ﾔﾌﾞﾗﾝ 68鉢ﾔﾌﾞﾗﾝ 68鉢 ｼﾊﾞ 8.8m2

ﾐﾂﾏﾀ 4本 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 6本ｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ 83鉢 ﾂﾜﾌﾞｷ 16鉢ﾂﾜﾌﾞｷ 16鉢ﾂﾜﾌﾞｷ 16鉢 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ6本ｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ 83鉢ｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ 83鉢

ｼﾊﾞ 63.8m2
ｼﾊﾞ 61.5m2

ｼﾊﾞ 45.0m2

ｼﾊﾞ 550.5m2
ｼﾊﾞ 31.9m2 ｼﾊﾞ 197.0m2ﾔﾌﾞﾗﾝ 165鉢

ナ ｵﾆﾔﾌﾞｿﾃﾂ 80鉢ｸｻｿﾃﾂ 125鉢
ｼﾊﾞ 66.6m2

ｼﾊﾞ 116.3m2ｼｬｶﾞ 798鉢
ウメ590098006800

工種 種別 細別 記号 名称 規格 単位 数量 備考植栽 植栽工高木植栽工 H C W高木 ｱﾗｶｼ 3.5 0.25 株立物 本 5 二脚鳥居支柱（添木無）ｲﾁｲｶﾞｼ 4.5 0.30 1.2 本 11 三脚鳥居支柱ｼﾘﾌﾞｶｶﾞｼ 4.0 0.25 1.2 本 2 二脚鳥居支柱（添木無）ｸｽﾉｷ 6.0 0.70 2.5 本 1 二脚鳥居組合せ支柱ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ 4.0 0.25 1.2 本 60 二脚鳥居支柱（添木無）ﾎﾙﾄﾉｷ 4.0 0.25 1.2 本 70 二脚鳥居支柱（添木無）ﾏﾃﾊﾞｼｲ 4.0 0.25 1.2 本 1 二脚鳥居支柱（添木無）ｲﾇﾏｷ 4.0 0.25 1.2 本 3 二脚鳥居支柱（添木無）ﾔﾏﾓﾓ 3.5 0.30 1.2 本 2 三脚鳥居支柱ｱｷﾆﾚ 4.0 0.25 株立物 本 4 二脚鳥居支柱（添木無）ｲﾇｴﾝｼﾞｭ 5.0 0.30 - 本 4 地下式支柱（小）ｲﾇｼﾃﾞ 4.0 0.25 - 本 7 二脚鳥居支柱（添木無）ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 5.0 0.30 2.5 本 9 地下式支柱（小）ウメ 3.5 0.30 1.5 本 3 地下式支柱（小）ｴｺﾞﾉｷ 4.0 0.25 株立物 本 2 二脚鳥居支柱（添木無）ｴﾉｷ 4.5 0.30 1.8 本 7 三脚鳥居支柱ｶｷ 4.5 0.30 2.5 本 1 三脚鳥居支柱ｹﾔｷ 6.0 0.40 3.0 本 2 地下式支柱（大）ｼﾓｸﾚﾝ 3.5 0.20 1.2 本 2 二脚鳥居支柱（添木無）ﾊｸﾓｸﾚﾝ 4.5 0.25 2.0 本 5 二脚鳥居支柱（添木無）ﾏﾕﾐ 3.5 0.20 1.2 本 1 二脚鳥居支柱（添木無）ﾔﾏｻﾞｸﾗ 6.0 0.35 2.5 本 2 地下式支柱（大）ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 4.5 0.30 2.5 本 61 三脚鳥居支柱中低木植栽工中低木 ｶﾅﾒﾓﾁ 1.8 - 0.4 本 4 添え柱支柱（丸太）ｷﾝﾓｸｾｲ 1.8 - 0.5 本 7 添え柱支柱（丸太）ｻｻﾞﾝｶ 1.8 - 0.4 本 3627 添え柱支柱（丸太）ｿﾖｺﾞ 2.5 株立物 本 15 添え柱支柱（丸太）ﾏｻｷ 1.8 - 0.5 本 150 生垣支柱ﾓｯｺｸ 1.8 - 0.5 本 81 添え柱支柱（丸太）ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ 1.8 - 0.5 本 15 添え柱支柱（丸太）ﾌﾖｳ 1.5 - - 本 2 添え柱支柱（丸太）ｲﾇﾋﾞﾜ 1.5 - - 本 1 添え柱支柱（丸太）ｱｾﾋﾞ 0.4 - 0.25 本 18ｶﾝﾂﾊﾞｷ 0.4 - 0.4 本 1,139ｸﾁﾅｼ 0.4 - 0.25 本 1,260ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ 0.4 - 0.4 本 4,769ﾔﾏﾂﾂｼﾞ 0.5 - 0.25 本 856ｱｼﾞｻｲ 0.5 - 3本立 本 12.0ｳﾂｷﾞ 0.5 - 3本立 本 4ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 0.8 - 0.3 本 36.0ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 0.5 - 0.25 本 1,252ﾆﾜｳﾒ 0.8 - - 本 4ﾔﾏﾊｷﾞ - - 5本立 本 4ﾎﾞｹ 0.5 - 0.3 本 9ﾐﾂﾏﾀ 0.5 - - 本 12ﾔﾏﾌﾞｷ 0.8 - 3本立 本 16特殊樹木植栽 ﾅﾘﾋﾗﾀﾞｹ 4.0 - - 本 30.0 生垣支柱特殊樹木植栽工地被類植栽工 ｵﾆﾔﾌﾞｿﾃﾂ 3芽立 10.5 鉢 246ｵﾛｼﾏﾁｸ 3芽立 10.5 鉢 2,4341,188ｶﾑﾛｻﾞｻ 3芽立 10.5 鉢 2,8741,002ｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ 9.0 鉢 279ｷｷｮｳ 9.0 鉢 25ｸｻｿﾃﾂ １本立 12.0 鉢 385ｼｬｶﾞ 3芽立 10.5 鉢 1,330ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 5芽立 9.0 鉢 490ｼﾗﾝ 球 10.5 鉢 711ｽｽｷ 10.5 鉢 9921ﾂﾜﾌﾞｷ 3枚葉 10.5 鉢 230134ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ 9.0 鉢 9ﾍﾞﾆｼﾀﾞ 3芽立 10.5 鉢 111ﾏﾝﾘｮｳ 12.0 鉢 9ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ 3芽立 9.0 鉢 158ﾔﾌﾞﾗﾝ 3芽立 10.5 鉢 956477シバ（省管理型） 目地なし 目土2㎝ m2 5,242.94,213.2 ヒメノ同等品

工事区分
ケヤヤマキサモ
マキ
ハクカキエゴ
シリアキアライシイロウメホルヒユエノマユ
クス
シモイエ
マテイチ

ヤマソカヤザヤモ

ナ
フビ
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（朱雀門踏切 1ポスト以上）



別紙５ 

奈良スーパーアプリ利用要綱 

―指定管理者向け― 

 

 

（趣 旨） 

第１条 情報連携基盤「奈良スーパーアプリ」（以下「奈良スーパーアプリ」という。）を利用する指定管理

者（以下「甲」という。）と奈良スーパーアプリを構築、運用する奈良スーパーアプリシステム管理者（以

下「乙」という。）において、奈良スーパーアプリを活用した適切な公的サービスの提供及び、個人情報の

保護のため、必要な事項を定めるものとする。なお、本文中の用語については、特に断りのない限り、個

人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号。以下「法」という。）及び奈良スーパーアプリのサ

ービス利用規約（以下「サービス利用規約」という。）における定義によるものとする。サービス利用規約

は、奈良スーパーアプリの利用画面及び関連ページ（https://nsa.pref.nara.jp/ctztop/terms-of-service）に

掲載されており、必要に応じて参照されるものとする。 

 

（費用負担） 

第２条 奈良スーパーアプリの利用に関して生じる費用の詳細は、別紙 6 のとおり定めるものとする。 

２ 乙は、乙が必要と認めたライセンス利用料を負担するものとする。 

３ 甲は、原則として、次に掲げる費用を負担するものとする。 

 一 乙と協議した数以上のライセンスを要する場合のライセンス利用料等 

 二 本要綱第５条 4 項において必要とされる認証セキュリティキーの購入費 

 三 Graffer 手続きガイドを利用する場合に生じる費用 

 四 電子収納機能（GMO ペイメント決済サービス）を利用する場合に生じる費用 

４ 甲は、乙の請求に基づき、指定された方法により、前項の費用を支払うものとする。 

 

（機能の設定等） 

第３条 甲は指定管理業務における電子申請、施設予約等の情報処理を奈良スーパーアプリにより実施する

ものとする。 

２ 甲は、奈良スーパーアプリを適切に利用するため、事前にその内容および運用方法を十分に理解し、

必要な準備を行うものとする。 

３ 甲が、施設予約管理または電子申請受付管理業務に関し、新規手続の作成や施設登録作業等、奈良ス

ーパーアプリの設定または変更を行う場合は、あらかじめ当該業務の所管課と協議するものとする。 

 

（施設予約機能の利用に関する留意事項） 

第４条 甲が奈良スーパーアプリの施設予約機能（以下「施設予約機能」という。）を利用する場合は、次の

事項に留意し、適切な運用を行うものとする。 

１ インターネットを利用しない県民の利便性に配慮し、窓口や電話等、施設予約機能以外の手段による

予約受付も行えるよう体制を整え、これらの予約情報を奈良スーパーアプリ上で適切に集約・管理する



こと。 

２ 施設予約機能と連携可能な施設利用案内用のホームページを開設し、所在地、施設の概要、利用料金、

申込方法、問い合わせ先その他必要な情報を掲載するとともに、常に最新の内容に更新すること。 

 

（利用環境） 

第５条 甲が奈良スーパーアプリを利用するために必要なライセンス（以下「ライセンス」という。）は、甲

の申し出に基づき、乙が必要と認めた数を用意する。 

２ ライセンスは奈良スーパーアプリの利用者１名につき１つを使用するものとする。 

３ 甲が奈良スーパーアプリを利用する際は、デバイス証明書が発行されており、デバイス管理ソリュー

ションによって管理されたデバイス（以下「信頼できるデバイス」という。）と VPN や Zero Trust Network 

Access 製品などのネットワークアクセステクノロジを介して接続されるネットワーク（以下「信頼でき

るネットワーク」という。）を組み合わせた環境で利用すること。 

４ 信頼できるデバイスと信頼できるネットワークを組み合わせた利用環境を用意することができない場

合は、MFA（多要素認証）を実現するため、別添参考資料のとおり認証セキュリティキーを登録するこ

と。 

５ 前項により認証セキュリティキーを使用する場合は、ライセンスの数に応じて、同数の認証セキュリ

ティキーを準備すること。 

 

（個人情報の共同利用） 

第６条 甲は、サービス利用規約第５条に定める範囲内で、奈良スーパーアプリのアカウント情報その他サ

ービスの提供に必要となる個人情報を、県内市町村、県内独立行政法人等公的サービスを提供する者と共

同利用するものとする。 

２ 共同利用は甲による本要綱第１２条への同意が破棄された場合に終了するものとする。 

 

（個人情報の取扱い） 

第７条 甲は、本要綱により共同利用する個人情報（以下「共同利用個人情報」という。）について、法その

他個人情報の保護に関する法令等に従い、適切に取り扱わなければならない。 

２ 甲は、共同利用個人情報について、サービス利用規約第４条第３項各号に掲げる場合を除き、サービ

ス利用規約第５条第３項に掲げる利用目的以外に使用もしくは第三者へ提供してはならない。 

３ 甲は、共同利用個人情報の安全管理のため、必要かつ適切な安全管理措置を講ずるものとする。 

４ 甲が本要綱第１２条への同意を破棄した後の共同利用個人情報の取扱いについては、甲乙協議のうえ

決定するものとする。 

５ 本サービスにおいて知りえた個人情報の取扱いについては、本同意書の有効期間満了後も有効である

ものとする。 

 

（システム運用に関する留意事項） 

第８条 甲は、奈良スーパーアプリを円滑かつ安全に利用するため、次の事項に留意するものとする。 

１ 奈良スーパーアプリは、予告なく機能改良等が加えられることがあること。 



２ 改修、障害等により一時的に利用が停止された場合は、奈良スーパーアプリ外による業務対応を依頼 

する場合があること。 

３ 端末にインストールされているウイルス対策ソフト及びメールソフトについては、常に最新の状態（パ

ターンファイル等を含む）に更新し、セキュリティ対策に努めること。 

 

（管理・監査・改善指示） 

第９条 乙は、共同利用個人情報の安全管理のため、奈良スーパーアプリの操作ログ・イベントログ等の管

理を行う。 

２ 乙は、甲における安全管理措置の実施状況を確認するために必要な限度において、甲に対する書面に

よる事前の通知により、報告、資料の提出又は 監査の受入れを求めることができる。この場合、甲は、

業務に支障が生ずるときその他の正当な理由がある場合を除き、乙の求めに応じるものとする。 

３ 前項による報告、資料の提出又は監査の結果、甲において安全管理措置が十分に講じられていないと

認めたときは、乙は、甲に対し、その理由を書面により通知かつ説明した上で、安全管理措置の改善を

要請することができるものとする。 

４ 甲は、前項の要請を受けたときは、乙と協議の上、合理的に必要な範囲内で安全管理措置を講じるも

のとする。 

５ 甲が前項の協議に応じず、又は安全管理措置を講じないことにより、共同利用個人情報の漏えいその

他の重大な事故の発生又はそのおそれがあると乙が認めた場合は、乙は、甲に対し、当該事態が解消さ

れるまでの間、奈良スーパーアプリの利用の全部又は一部を停止することができる。 

 

（事件・事故の報告・連絡） 

第１０条 甲は、共同利用個人情報の取扱責任者、問合せ担当者及びその連絡先を乙に通知すること。 

２ 甲は、共同利用個人情報について、漏えい、滅失、毀損、その他共同利用以外の目的のための利用等

の事件・事故が発生したときは、直ちに乙に連絡し、指示を受けるとともに、その後速やかに当該事件・

事故等の詳細を文書にて報告すること。 

 

（システム不具合による対応） 

第１１条 乙の責めに帰すべき事由により、電子申請、施設予約等の情報処理に支障を生じ、甲の業務に影

響を及ぼした場合は、乙において必要な対応を行うものとする。 

２ 前項に定める対応の内容については、甲乙協議の上、別途定めるものとする。 

 

（同意書の有効期間） 

第１２条 甲より提出された別紙 7 奈良スーパーアプリ利用同意書（以下、「同意書」という。）の有効期間

は、当該同意書の締結日が属する年度の３月３１日までとする。 

２ 前項の有効期間満了の３０日前までに、甲または乙いずれか一方から書面による利用終了の申出がな

い場合は、本同意書は１年間同一の条件で自動更新されるものとし、以後も同様とする。ただし、同意

書の有効期間が３０日に満たない場合は、有効期間満了の 7 日前までに申出がない限り、自動更新され

るものとする。 



３ 前項の規定により利用終了の申出を行う者は、次の各号に掲げる事項を記載した書面（任意様式）を、

速やかに相手方に提出しなければならない。 

 一 相手方の名称（甲が申し出る場合は「奈良スーパーアプリシステム管理者」） 

 二 申出人の氏名または名称 

 三 利用停止の対象となるアカウントのユーザー名 

 四 利用停止の対象となるサービス名（電子申請、施設予約等） 

  五 利用停止を希望する日 

 六 利用停止の理由 

 

（関係法令に基づく事務手続き）  

第１３条 甲及び乙は、奈良スーパーアプリについて法及び関係法令に基づく申請、報告等の必要が生じた

ときは、速やかに所定の事務手続きを行うものとする。 

 

（その他） 

第１４条 本要綱に定めのない事項及び疑義が生じた事項については、甲及び乙が協議して定めるものとす

る。 

２ 乙は、本要綱の内容を、必要に応じて変更することができるものとする。この場合において、変更後

の内容については、事後的に甲に通知するものとする。 

 

   附 則 

 この要綱は、令和 ７年 ６月２６日から施行する。 

 



奈良スーパーアプリの利用にあたり必要となる料金一覧 別紙6

■ 奈良スーパーアプリシステム管理者（奈良県総務部デジタル戦略課）にお支払いただく必要がある項目

（令和7年6月時点）

費用種別 単位
単価

（円、税込）

手数料率

(%)

運用費用

/変動

1ライセンス

(12ケ月)
49,000 ―

運用費用

/変動

1ライセンス

(12ケ月)
12,060

初期費用 1メニュー 330,000 ―

運用費用

/変動

1メニュー

(12ケ月)
396,000 ―

初期費用 1ショップ 55,000 ―

運用費用

/固定

1ショップ

(12ケ月)
66,000 ―

トランザクション

・売上処理料

運用費用

/変動
1決済*5 27.5 ―

代表加盟手数料*4

VISA/MasterCard

運用費用

/変動
1決済 ― 3.5%

代表加盟手数料*4

JCB/AMEX

運用費用

/変動
1決済 ― 3.8%

代表加盟手数料*4

DINERS

運用費用

/変動
1決済 ― 3.8%

初期費用 1ショップ 55,000 ―

運用費用

/固定

1ショップ

(12ケ月)
66,000 ―

決済費用 代表加盟手数料*4
運用費用

/変動
1決済 ― 5%

初期費用 1ショップ 55,000 ―

運用費用

/固定

1ショップ

(12ケ月)
66,000 ―

バーチャル口座開設料・

口座使用料

運用費用

/変動
1決済*6 22 ―

銀行振込手数料*4
運用費用

/変動
1決済 ― 1%

*1　年度途中からライセンスを確保する場合は単価 4,085 円／月となります。

*2　年度途中からライセンスを確保する場合は単価 1,005 円／月となります。

*3　決済手段にはクレジットカード、PayPay、銀行振込の3種類があり、いずれかまたは複数の選択が可能です。

*4　1件の決済ごとに決済金額の一定割合が手数料として課金されます。

　　なお、手数料の割合は上記をご確認ください

*5　1決済ごとに「トランザクション処理料（１件あたり11円（税込み））」「売上処理料（１件あたり16.5円（税込み））」が発生します。

　  「トランザクション処理料」は、利用者が決済処理方法選択時に発生し、決済を行わない際にも処理料金が発生します。

*6　1決済ごとに「バーチャル口座開設料（１件あたり11円（税込み））」「バーチャル口座使用料（１件あたり11円（税込み））」が発生します。

　  「バーチャル口座開設料」は、利用者が決済処理方法選択時に発生し、決済を行わない際にも処理料金が発生します。

■ 別途利用者で調達いただく必要がある項目

費用種別 単位
単価

（円、税込）

手数料率

(%)

初期費用 １個 8,800 ―

*7　職員がSalesforceにログインするために認証セキュリティキーが必要となる場合があります。

　　〚ログイン条件：信頼できるデバイスと信頼できるネットワークの組み合わせを使用していること〛を満たさない場合は、認証セキュリティキーが必要です。

　　認証セキュリティキーの価格は参考価格です。

　　salesforce公式サイト（https://help.salesforce.com/s/articleView?id=xcloud.mfa_supported_verification_methods_securitykey.htm&type=5）に

　　記載された仕様に適合するものを購入してください。

店舗管理費用

銀行振込

（バーチャル口座、

あおぞら）

店舗登録費用

店舗管理費用

決済費用

費用項目

認証セキュリティキー*7

費用項目

Salesforce職員用ラインセンス

Lightning Platform Plus*1

Customer Community Plus*2

Graffer手続きガイド

導入支援

利用料

GMOペイメント

決済サービス*3

クレジットカード

店舗登録費用

店舗管理費用

決済費用

PayPay

店舗登録費用



別紙７ 

 

奈良スーパーアプリ利用同意書 

  

奈良スーパーアプリシステム管理者 殿 

 

 私は、奈良県が構築・運用する「奈良スーパーアプリ」の利用にあたり、以下の事項を確認し、

奈良スーパーアプリシステム管理者が定める各種規程に従って本サービスを利用することに

同意します。 

記 

 

1. 「奈良スーパーアプリ利用要綱」および「サービス利用規約」ならびにその他関連

規程の内容を確認し、遵守すること 

2. サービスの利用環境、機能追加、費用負担、個人情報の共同利用および取扱い等に

関する県の定めに従うこと 

3. 情報漏えい等の事故が発生した場合は、速やかに奈良スーパーアプリシステム管理

者へ報告し、必要な対応を行うこと 

4. 奈良スーパーアプリシステム管理者による監査・改善指示等には、誠実に対応する

こと 

5. この同意書の有効期間は、同意日が属する年度の 3 月 31 日までとし、特段の申出

がない限り、1 年ごとに自動更新されることを了承すること 

 

以上 

 

 

 令和  年  月  日 

        住 所 

        団体名 

        代表者職・氏名 

 


